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１） 事業所名 株式会社　テクノユース

　　代表者氏名 代表取締役　脇山 一春

２）　所在地 本　社　　　　  〒814-0103　 福岡県福岡市城南区鳥飼５丁目７番１号

糸島事業所　 〒819-1613   福岡県糸島市二丈松末１１４５－１

３）　環境管理責任者 取締役

　　　担当者

　　　連絡先 ＴＥＬ　092-851-7839　　ＦＡＸ　092-851-7850

Ｅメールアドレス　　info@techno-y.co.jp

４）　事業の内容 土木工事業、とび・土工工事業

管工事業、防水工事業

産業廃棄物収集運搬業

下水道管路施設維持管理

５）　事業の規模

単位 本社 事業所

従業員数 人 5 20

敷地面積 ㎡ 39.6 4309.96

<受託した廃棄物の処理量>

収集運搬

6）　事業年度 ４月～翌年３月

　　　

：137,800万円

資本金

・・・・（特-30）第92311号

・・・・（般-30）第92311号

・・・・福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県

：1998年4月1日

：2000万円

汚泥

処理方法等 廃棄物等種類
2022年4月～2023年3月

処理量(ｔ)

793.1

1.　組織の概要

大神　稔

古藤　安弘

法人設立年月日

総売上額　（2022年4月～2023年3月）

7） 組織図

（EA21実施体制図）

代表者（代表取締

役）

環境管理責任者

大神 稔

工事部門 部門長

ＥＡ２１ 事務局ＥＡ２１ 委員会

現場代理人 現場代理人

総務・営業部門

部門長
工事部門 部門長
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8）　許可の内容 土木工事業、とび・土工工事業

　　福岡県知事　許可　（特-30）第92311号

　　平成31年2月5日から平成36年2月4日まで

管工事業、しゅんせつ工事業、防水工事業

　　福岡県知事　許可　（般-30）第92311号

　　平成31年2月5日から平成36年2月4日まで

産業廃棄物収集運搬業

9）　施設の状況 運搬車両 1台

4ｔ楊泥車 1台

2ｔトラック 2台

4tユニック車 1台

Ｗキャブ車 1台

10ｔ大型吸引車 1台

1台

3ｔトラック 1台

１0）　料金 産業廃棄物収集運搬業　　個別見積による

２．認証・登録の対象範囲

　　上記の全組織及び全活動

　　　1)　対象事業所 本社、糸島事業所

　　　2)　事業活動 土木一式工事業

管工事業

産業廃棄物収集運搬業

下水道管路施設維持管理

2ｔ楊泥車

4ｔ強力吸引車
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１．次の項目を重点項目として継続して取り組みます。

（１）事務所・現場での、省資源・省エネルギー活動を推進し、

二酸化炭素排出量を削減します。

（２）現場で発生する廃棄物の分別を確実に行い、建設廃棄物排出量を削減します。

（３）現場から排水する水の汚染・汚濁を防止し、事務所での節水に努め、

水使用量を削減します。

（４）化学物質使用量を削減し、環境負荷の少ない物質への切り替えを推進します。

（５）現場で使用する資機材等は積極的にグリーン調達に努めます。

（６）環境に配慮した建設資材・建設工法への施工に取組みます。

（７）受託した産業廃棄物の収集運搬における環境配慮に取り組みます。

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

３．地域貢献活動を推進します。

制定日　２０１９年　１０月　　１日

株式会社　テクノユース
代表取締役　　脇山　一春

環 境 経 営 方 針

株式会社テクノユースは、建設業の施工・管理において環境に及
ぼす影響を深く認識し、環境との調和・共生を目指し、全社員一
丸となって法令遵守のもと、自主的、積極的に、環境への取組み
を行い、環境経営の継続的改善を推進します。



４．環境経営目標
活動期間：2022年4月～2023年3月

基準年

試行期間 今期残期間 合計

2018年4月～
2019年3月

2019年10月～
2019年12月

2020年1月～
2020年3月

2019年10月～
2020年3月

全社 ｋｇ‐ＣＯ２ 170796.91 42272.24 42272.24 84544.47

本社 ｋＷｈ 2948.00 729.63 729.63 1459.26

糸島 ｋＷｈ 22950.00 5680.13 5680.13 11360.25

本社
糸島

L 4861.73 1203.28 1203.28 2406.56

現場 L 24215.18 5993.26 5993.26 11986.51

③ 軽油使用量の削減 現場 L 36139.00 8944.40 8944.40 17888.81

④灯油使用量の削減 現場 L 380.00 94.05 94.05 188.10

⑤LPG使用量の削減 糸島 kg 55.68 13.78 13.78 27.56

① 一般廃棄物排出量の削減 糸島 kg 1588.05 393.04 393.04 786.08

② 建設廃棄物の
　　リサイクル率の向上

現場 ％ 98.30 98.40 98.40 98.40

糸島 ㎥ 234.00 57.92 57.92 115.83

現場 kg 302.45 74.86 74.86 149.71

現場 調達率 100.00 100.00 100.00 100.00

現場 実施率 100.00 100.00 100.00 100.00

現場 km/L 2.59 2.62 2.62 2.62７．収集運搬車両の燃費向上 2.64 2.67 2.70

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力　2018年度の二酸化炭素調整後排出係数（0.347ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を使用しています。

５．グリーン調達の推進 100.00 100 100

６．省資源・省エネ型設計・施工の
実施

100.00 100 100

３． 水使用量の削減 229.32 227 225

４．化学物質使用量の削減 296.40 293 290

54.57 54 53

2
1556.29 1,540 1,525

98.50 99 99

35416.22 35,055 34,693

372.40 369 365

② ガソリン使用量の削減
4764.50 4,716 4,667

23730.88 23,489 23,247

①  電気使用量の削減
2889.04 2,860 2,830

22491.00 22,262 22,032

2021年4月～
2022年3月

2022年4月～
2023年3月

１．二酸化炭素排出量の削減 167380.97 165,673 163,965

環境目標
サイト
区分

単位

目　標

2018年度
2019年度（1％削減） 2020年度

（2％削減）
2021年度
（３％削減）

2022年度
（４％削減）

2020年4月～
2021年3月

毎年1％削減を目標にします。
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５.　環境経営計画 (2022年度）

部門（責任者） 日程

6月～9月・1月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

現場 4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

現場 4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

全社 年2回活動

4月～3月

LPG使用
量削減

4月～3月

現場ボイラーの定期的な点検・整備、清掃

無駄のない火力調整

9.地域貢献活動の推進

地域での環境活動に積極的に参加する（年1回以上）

現場

現場

糸島

現場

現場

現場

全社

4.化学物質使用量の削減

必要最小限の使用量とし、極力再利用を行う

環境負荷の少ない物質へ切り替え推進

3.水使用量削減

節水シールの貼付け表示

洗車の前に泥等を落としてから行う

8.環境関連法規等の遵守

環境教育訓練の年1回以上の開催

環境関連法規の掲示

5.ｸﾞﾘｰﾝ購入推進

6.省資源・省エネ型設計・施工の実施

再生材の積極的利用

CO2の排出量が少ないアルファライナー工法の推進・施工

低排ガス、低騒音、低振動型機械の使用

7.収集運搬車両の燃費向上

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

2.廃棄物排出量削減

分別によるリサイクルの推進

分別によるリサイクルの推進

マニフェストの適正管理

軽油使用
量削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

点検・整備の実施（定期点検等）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

コピー用紙裏紙の利用
一般廃棄物

産業廃棄物

灯油使用
量削減

本社・糸島

事務所・現場

本社・糸島

1.二酸化炭素排出量の削減

エアコン設定温度を決め、実行する

不用な照明の消灯

ガソリン使
用量
削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

点検・整備の実施（定期点検等）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

活動項目

電気使用
量削減
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６.　環境経営計画に基づき実施した取組内容

1.二酸化炭素排出量の削減

2.廃棄物排出量の削減

3.水使用量の削減 4.化学物質の使用量削減

・節水ステッカーの貼り付け ・アセトン再利用ポスターの貼り付け

・節電・エアコン温度管理ステッカーの貼り付け　　　　　　・不用な照明の消灯　　　　　　　　　　　・全車両にエコドライブ10のすすめを積載

・コピー用紙の裏紙使用　　　　　　　　　　　　　　　　　・一般ごみの分別表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　・産業廃棄物の分別表示

・産業廃棄物の分別表示　　　　　　　　　　　　　　　　　　・産業廃棄物の分別表示　　　　　　　　　　　　　　　・産業廃棄物の保管場所表示

　　　　　　　　　　　　　　　少量危険物保管場所表示
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5.グリーン調達の推進　　

・低排ガス、低騒音、低振動型機械の使用

7.収集運搬車両の燃費向上

・収集運搬車両にエコドライブ10のすすめを積載

9.地域貢献活動の推進

・使用済み切手の回収

・環境関連法規の社内掲示　　　　

8.環境関連法規等の遵守

・アルファライナー工法の推進・施工

6.省資源・省エネ型設計・施工の実施　

今後も活動を継続・発展させたい
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７．環境経営目標の実績とその評価

活動期間：2022年4月～2023年3月

基準年
（2018年度） 目標 実績 目標達成率（％） 結果の評価

１．二酸化炭素排出量の削減 ㎏‐CO₂ 170,796.91 163,965 185,998 86.56 受注量増加により未達となった。

（1）電気使用量削減 kWh 25,898.00 24,862 29,627 80.83

　　　　本社 kWh 2,948.00 2,830 2,889 97.92

　　　　糸島事業所 kWh 22,950.00 22,032 26,738 78.64

（2）ガソリン使用量削減 L 29,076.91 27,914 20,561 126.34

　　　　本社・糸島事業所 L 4,861.73 4,667 4,390 105.93

　　　　現場 L 24,215.18 23,247 16,171 130.44

（3）軽油使用量削減 L 36,139.00 34,693 49,505 57.31

（4）灯油使用量削減 L 380.00 365 60 183.56 これからも継続していきます。

（5）ＬＰＧ使用量削減 ㎏ 55.68 53 48 109.62 これからも継続していきます。

２．廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 1,588.05 1,525 2,244 52.87 裏紙の利用はよく行われているが、排出量の削減には結び付かなかった。

建設廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率向上 ％ 98.30 98.7 100 101.30 これからも継続していきます。

m³ 234.00 225 420 13.33 昼夜間工事増加の為、未達成になった。

㎏ 302.45 290 249 114.18 これからも継続していきます。

調達率 100.00 100 100 100.00 これからも継続していきます。

実施率 100.00 100 100 100.00 これからも継続していきます。

㎞/L 2.59 2.7 2.75 101.82 エコドライブに関しての一人一人の意識改革が少しずつ行われていると思います。

※二酸化炭素排出量の計算で使用した排出係数は、九州電力　2018年度の二酸化炭素調整後排出係数（0.347ｋｇ‐CO₂／kＷh）　を使用しています。

※削減目標達成率は、【（（目標値-実績値）/目標値）+1】☓100（％）で算出しました。

※増加目標達成率は、【（（実績値-目標値）/目標値）+1】☓100（％）で算出しました。

７．産廃収集運搬車両の燃費向上

人員増加と昼夜間作業の増加により、取り組み
はしていたが未達成となった

エコドライブに関しての一人一人の意識改革が
行われていると思います。
しかし、工事受注量増加により軽油の消費量が
増え未達となった。

単位
2022年4月～2023年3月

６．省資源・省エネ型設計・施工の実施

３．水使用量の削減

４．化学物質使用量の削減

５．グリーン調達の推進
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８-1．環境経営計画の取組結果とその評価

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6.省資源・省エネ型設計・施工の実施

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇：実施できた　△：十分とは言 　〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇：実施できた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

実施状況

CO2の排出量が少ないアルファライナー工法の推進・施工 取り組みの成果が出
た。今後も継続してい
く。

来年度も継続して
行っていきます。低排ガス、低騒音、低振動型機械の使用

7.産廃収集運搬車両の燃費向上

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制） 取り組みの成果が出
た。今後も継続してい
く。

来年度も継続して
行っていきます。

地域での環境活動に積極的に参加する（年1回以上） 6月・3月に地域の環境美化活
動に参加。使用済み切手の
収集もよく行われている。

来年度も継続して
行っていきます。使用済み切手の収集

9.地域貢献活動の推進

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容

次年度の取組内容

環境教育訓練の年1回以上の開催 社内掲示により全員
に周知・徹底出来た。

来年度も継続して
行っていきます。環境関連法規の掲示

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

8.環境関連法規等の遵守

活動項目 本年度の評価

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容

再生材の積極的利用 取り組みの成果が出
た。今後も継続してい
く。

来年度も継続して
行っていきます。

実施状況

実施状況

実施状況

5.グリーン調達推進

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容
実施状況

実施状況

実施状況

必要最小限の使用量とし、極力再利用を行う 工事量増加のため
未達成になった。

来年度も継続して
行っていきます。環境負荷の少ない物質へ切り替え推進

4.化学物質使用量の削減

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容
実施状況

無駄のない火力調整

軽油使用
量削減

実施状況

節水シールの貼付け表示 工事量増加のため
未達成になった。

来年度も継続して
行っていきます。洗車の前に泥等を落としてから行う

3.水使用量削減

活動項目 本年度の評価 次年度の取組内容

次年度の取組内容

分別によるリサイクルの推進 裏紙の利用・リサイクルは
よく取組みされているが、
社屋移転、工事量増加に
より排出量の削減には結
びつかなかった。

来年度も継続して
行っていきます。分別によるリサイクルの推進

マニフェストの適正管理

活動項目 本年度の評価

コピー用紙裏紙の利用
一般廃棄物

産業廃棄物

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目 本年度の評価

2.廃棄物排出量削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

灯油使用
量削減

ボイラーの定期的な清掃

次年度の取組内容

電気使用
量削減

エアコン設定温度を決め、実行する 本年度は工事受
注量が多く現場
が常に稼働して
いた。
そのため、電気・
軽油の消費に影
響を与え、未達と
なった。気になる
点は、電気・軽油
の使用量が大き
く、今後の課題に
なる。
しかし、ガソリンに
関しては取り組み
の成果が出た。

来年度も継続して
行っていきます。

不用な照明の消灯

ガソリン使
用量削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

点検・整備の実施（定期点検等）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

LPG使用
量削減
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8-2.　次年度の環境経営計画（2023年度）

部門（責任者） 日程

本社・糸島 6月～9月・1月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

現場 4月～3月

4月～3月

活動項目 a 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

現場 4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月～3月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

4月

4月～3月

活動項目 部門（責任者） 日程

全社 年2回活動

現場 4月～3月

地域での環境活動に積極的に参加する（年1回以上）

7.収集運搬車両の燃費向上

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）
現場

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

8.環境関連法規等の遵守

環境教育訓練の年1回以上の開催
全社

環境関連法規の掲示

5.ｸﾞﾘｰﾝ購入推進

再生材の積極的利用

6.省資源・省エネ型設計・施工の実施

CO2の排出量が少ないアルファライナー工法の推進・施工
現場

現場
環境負荷の少ない物質へ切り替え推進

洗車の前に泥等を落としてから行う
糸島

9.地域貢献活動の推進

低排ガス、低騒音、低振動型機械の使用

3.水使用量削減

節水シールの貼付け表示

4.化学物質使用量の削減

必要最小限の使用量とし、極力再利用を行う

現場
コピー用紙裏紙の利用

産業廃棄物
分別によるリサイクルの推進

現場
マニフェストの適正管理

一般廃棄物
分別によるリサイクルの推進

軽油使用
量削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

点検・整備の実施（定期点検等）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止

2.廃棄物排出量削減

灯油使用
量削減

ボイラーの定期的な点検・整備、清掃

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

エアコン設定温度を決め、実行する

不用な照明の消灯

電気使用
量削減

事務所・現場
ガソリン使

用量
削減

エコドライブの徹底（急発進、停止、加速の抑制）

点検・整備の実施（定期点検等）

必要時以外のアイドリングストップ、空ぶかし禁止
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8-3.　次年度の環境経営目標（2023年度）

2023年度
（0.5％削減）

2024年度
（1.0％削減）

2025年度
（1.5％削減）

2026年度
（2.0％削減）

2023年1月
～

2023年3月
基準値

2023年4月
～

2024年3月

2024年4月
～

2025年3月

2025年4月
～

2026年3月

2026年4月
～

2027年3月

全社 kg‐CO2 48,412.22 193,648.88 192,680.64 191,712.39 190,744.15 189,775.90

本社 kWh 1,027.00 4,108.00 4,087.46 4,066.92 4,046.38 4,025.84

糸島 kWh 8,818.00 35,272.00 35,095.64 34,919.28 34,742.92 34,566.56

本社
糸島

L 1,338.30 5,353.20 5,326.43 5,299.67 5,272.90 5,246.14

現場 L 3,824.62 15,298.48 15,221.99 15,145.50 15,069.00 14,992.51

③ 軽油使用量の削減 現場 L 12,739.78 50,959.12 50,704.32 50,449.53 50,194.73 49,939.94

④灯油使用量の削減 現場 L 60.00 240.00 238.80 237.60 236.40 235.20

① 一般廃棄物排出量の削減 糸島 kg 501.53 2,006.12 1,996.09 1,986.06 1,976.03 1,966.00

② 建設廃棄物のリサイクル率の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向上

現場 ％ 100.00 100.00 99.50 99.00 98.50 98.00

糸島 ㎥ 147.00 588.00 585.06 582.12 579.18 576.24

現場 kg 0.00 290.35 288.90 287.45 285.99 284.54

現場 調達率 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

現場 実施率 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

現場 km/L 2.75 2.70 2.70 2.72 2.74 2.76

５．グリーン調達の推進

６．省資源、省エネ型設計・施工の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施

７．収集運搬車両の燃費向上

４．化学物質使用量の削減

環　境　経　営　目　標　（2023年度）

環境目標
サイト
区分

単位

基準年 目 　標

2022年度

１．二酸化炭素排出量の削減

①  電気使用量の削減

② ガソリン使用量の削減

2

３． 水使用量の削減
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９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
                                         　　並びに違反、訴訟などの有無

当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規等は次のとおりです。

　1） 取組状況の評価

・二酸化炭素の排出量削減の目標は未達でした。
　　工事受注量増加により、軽油等の使用量増加の影響が大きかった。
　　年間の受注量も毎年増加しており、目標値の見直しも念頭に置いて今後も継続して取組みます。
　
・電気使用量削減の目標は未達だった。
　　人員増加、昼夜間作業による影響もあるが、こまめな節電を行い削減に繋げたい。

・軽油使用量削減の目標は未達だった。
　　受注量増加、遠方での作業による影響もあるが、アイドリングストップやナビの使用による
　　最適なルート検索により削減に繋げたい。
　
・一般廃棄物排出量の目標は未達でした。
　　一般廃棄物に関しては、社屋移転、人員増加、昼夜間作業により未達となった。
　　ミスプリント等を少なくし、排出量の削減に繋げて今後も取組んでいきます。
　　建設リサイクル率に関しては、100％と高い数値を達成できた。
　　今後も継続して取組みます。

・水使用量の削減目標は未達だった。
　　昼夜間作業増加により、本社・事業所の人の出入りが多く、未達となった。

・グリーン調達の推進、省資源・省エネ型設計・施工の実施、収集運搬車両の
　 燃費向上の目標は達成できた。今後も継続して取組みます。

　2） 環境マネジメントシステム運用についての見直し結果

・環境経営システムの有効性は、ISO14001からのエコアクション21への切り替えなので、
　活動・実施体制作りは出来ているが各部門、個人の意識をさらに高めていく必要がある。

・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画、実施体制等については、このまま継続していきます。
　
・環境経営目標については、工事受注量・車両増加、新社屋移転に伴い見直しを行います。

簡易点検の実施

消防法 危険物の適正管理

浄化槽法 保守点検の実施、法定検査の実施

下水道法 排除基準の遵守

フロン排出抑制法

１０．代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年5月20日に上記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。ま
た、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

適用される法規等

廃棄物の処理及び清掃に関する法
律（廃棄物処理法）

適用される事項（施設・物質・活動等）

一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・回収・保管の適正処理

振動規制法 敷地境界線上での振動基準の遵守

騒音規制法 敷地境界線上での騒音基準の遵守

建設リサイクル法 再資源化等に関する基準の遵守
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